
専門学校生が陸上自衛隊を見学
う
部
隊
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
学
生
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
衛
隊
の
国
際
貢
献

か
ら
２
年
生
と
な
る
学
生
が
参
加
し
た
。

的
に
貴
重
な
資
料
を
真
剣
な
面
持
ち
で
見
学
し
て
い
た
。

市
）
見
学
を
支
援
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
自
衛
官
と
し
て
最
も
基
本
的
な
行
動
の
一
つ
で
あ
る
「
気
を
付
け
」
や
「
敬
礼
」

か
ら
は
戦
車
の
価
格
や
走
行
速
度
、
操
縦
に
必
要
な
免
許
等
に
つ
い
て
次
々
と
質
問
が
あ
り
、
そ

に
所
在
す
る
国
際
活
動
教
育
隊
を
見
学
。
同
部
隊
は
国
際
平
和
協
力
活
動
の
た
め
世
界
各
国
へ
派

次
に
、
戦
車
乗
り
で
あ
る
機
甲
科
隊
員
を
教
育
す
る
機
甲
教
導
連
隊
を
訪
問
。
現
在
装
備
さ
れ

た
。

遣
さ
れ
る
隊
員
に
対
し
、
派
遣
地
域
の
状
況
に
関
す
る
教
育
や
活
動
に
必
要
な
各
種
実
習
を
行
な

こ
の
見
学
は
、
同
専
門
学
校
の
芹
澤
照
之
校
長
か
ら
依
頼
が
あ
り
実
施
し
た
も
の
で
、
こ
の
春

と
い
っ
た
基
本
教
練
を
実
際
に
体
験
す
る
と
と
も
に
、
駐
屯
地
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
歴
史

 

公
務
員
医
療
専
門
学
校
沼
津
校
（
沼
津
市
）
の
学
生
に
よ
る
陸
上
自
衛
隊
駒
門
駐
屯
地
（
御
殿
場

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

て
い
る
７
４
式
、
９
０
式
、
１
０
式
各
戦
車
と
１
６
式
機
動
戦
闘
車
を
実
際
に
見
学
し
た
。
学
生

て
い
く
。

駐
屯
地
に
入
っ
た
学
生
た
ち
は
陸
上
自
衛
隊
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
同
駐
屯
地

の
内
容
や
隊
員
た
ち
の
活
躍
に
興
味
津
々
な
様
子
で
あ
っ
た
。

学
生
た
ち
は
エ
ン
ジ
ン
や
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
音
と
予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、

安
全
確
保
に
済
々
と
努
め
る
隊
員
た
ち
の
姿
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
戦
車
の
性
能
を
体
感
し
て
い

静
岡
地
本
は
、
引
き
続
き
採
用
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
広
報
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し

最
後
は
、
駐
屯
地
見
学
の
目
玉
で
あ
る
第
１
戦
車
大
隊
の
７
４
式
戦
車
に
６
人
ず
つ
体
験
試
乗
。

幹部候補生合格者が研修で絆を深める
警
戒
監
視
活
動
や
前
年
度
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
回
数
が
過
去
２
番
目
に
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
仕
事
内
容

た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
。
今
回
は
関
東
甲
信
越
地
方
及
び
静
岡
県
の
採
用
予
定
者
８
９
人
が
参
加

者
の
急
患
空
輸
や
、
毎
日
平
均
２
件
行
っ
て
い
る
不
発
弾
処
理
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。
そ
の
後
、

者
沖
縄
研
修
」
に
、
こ
の
春
県
内
か
ら
入
隊
予
定
の
３
人
を
引
率
し
た
。

２
日
目
は
、
陸
上
自
衛
隊
那
覇
駐
屯
地
（
同
市
）
第
１
５
旅
団
に
お
い
て
、
日
本
列
島
最
西
端
の

の
見
学
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら
詳
し
い
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
夕
方
の
懇
親

じ
め
郷
土
愛
や
国
防
へ
の
使
命
感
を
醸
成
し
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
２
月
１
７
日
（
月
）、
大
原

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、
２
月
１
９
日
（
水
）
か
ら

１
日
目
は
、
航
空
自
衛
隊
那
覇
基
地
（
沖
縄
県
那
覇
市
）
第
９
航
空
団
に
お
い
て
、
対
領
空
侵
犯

問
し
て
い
た
。

き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

措
置
を
は
じ
め
空
の
守
り
に
つ
い
て
い
る
若
手
幹
部
自
衛
官
と
懇
談
し
た
。
先
輩
隊
員
か
ら
日
頃
の

こ
の
研
修
は
、
入
隊
予
定
者
の
不
安
の
払
拭
と
、
入
隊
に
向
け
て
同
期
と
の
一
体
感
を
醸
成
す
る

守
り
の
ほ
か
、
東
西
約
１
０
０
０
キ
ロ
、
南
北
５
０
０
キ
ロ
と
い
う
広
域
の
島
々
で
発
生
す
る
傷
病

２
１
日
（
金
）
ま
で
の
３
日
間
、
東
京
地
方
協
力
本
部
が
企
画
し
た
「
一
般
幹
部
候
補
生
採
用
予
定

会
で
は
、
参
加
者
同
士
、
航
空
機
な
ど
の
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

ま
た
、Ｆ
ー
１
５
Ｊ
戦
闘
機
や
Ｕ
ー
１
２
５
Ａ
救
難
捜
索
機
、Ｕ
Ｈ
ー
６
０
Ｊ
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

仕
事
へ
の
誇
り
に
つ
い
て
直
接
話
を
聞
い
た
。

し
た
。

に
つ
い
て
聞
く
と
と
も
に
、
参
加
者
も
普
段
の
生
活
な
ど
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
矢
継
ぎ
早
に
質

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
な
ど
を
見
学
し
、
そ
の
大
き
さ
や
機
内
空
間
を
体
感
し
た
。

ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
繋
が
っ
た
」「
年
齢
の
近
い
若
手
幹
部
自
衛
官
と
の
懇
談
で
、
実
際
に
勤
務
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
春
か
ら
陸
・
海
・
空
の
同
期
と
な
る
仲
間
と
交
流
で

研
修
最
終
日
は
、
沖
縄
本
島
南
端
に
あ
る
平
和
記
念
公
園
に
お
い
て
慰
霊
し
、
平
和
の
尊
さ
を
は

静
岡
地
本
は
今
後
も
、
基
地
見
学
な
ど
を
通
し
て
入
隊
予
定
者
の
疑
問
や
不
安
の
解
消
に
努
め
て

研
修
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
「
幹
部
自
衛
官
と
し
て
の
将
来
像
が
よ
り
鮮
明
に
な
り
、
モ
チ
ベ

近
海
の
安
全
確
保
に
あ
た
っ
て
い
る
Ｐ‐

３
Ｃ
哨
戒
機
を
前
に
、
搭
乗
員
か
ら
任
務
時
の
緊
張
感
や

急
患
空
輸
で
活
躍
し
て
い
る
第
１
５
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
の
Ｕ
Ｈ
ー
６
０
Ｊ
Ａ
や
Ｃ
Ｈ
ー
４
７
Ｊ
Ａ
の

午
後
は
、
海
上
自
衛
隊
第
５
航
空
群
（
同
市
）
に
お
い
て
「
美
ら
海
の
防
人
」
と
し
て
南
西
諸
島

ち
ゅ
ら
う
み

さ
き
も
り

い
く
。


